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令和８年度湯沢町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

湯沢町の耕地は山間地にあり、その面積は約 302haで水稲主体の作付けが

行われている。山間地特有の急峻な地形のため、耕地には平地が少ないこと

から、稲作には厳しい環境条件となっている。平均経営規模は 50aと零細で

あり、加えて全農業者に占める高齢者の割合は増加しており、後継者不足が

懸念される。 

その一方で、地域農業経営基盤強化促進計画により農地の経営規模を拡大

している農業者や、作業受託を行う意欲ある担い手も現れてきている。 

また、湯沢町は四季を通した観光地であり、地域内の道の駅等の農産物直

売所は人気スポットの一つである。直売所等の集客力の維持・向上には、一

年間を通じた豊富な品揃えが必要だが、十分な品揃え及び生産量が確保でき

ていない現状がある。併せて、そばに関しては、地域内にそば打ち体験施設

や町内飲食店(そば店)があり引き合いが強いが、その需要に応えきれていな

いという課題を抱えている。 

 米については、宿泊施設等で一定の地域内需要と消費があり、さらに消費

者の多様なニーズに応じるため、加工用米に取り組む。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 観光地としての立地を活かし、地場産の野菜や山菜等を、ホテル・旅館・

民宿等の宿泊施設や直売所で販売できる仕組みづくりを推進する。また、地

域重点品目として取り組んでいる、ねぎ（長ネギ）、アスパラガス、コンニ

ャク、みょうが、ズッキーニ、かぐら南蛮、すいか、カリフラワー、山菜

（ワラビ、ゼンマイ、ウド、フキ、タラの芽）の作付けを強化する。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 現状、水田機能が低いほ場や、土砂を含みやすいほ場で畑作物を作ってい

るケースが多く、復田する際のコストと作物の収支が合わないことが課題で

あるが、営農計画書及び現地確認等で、畑作物をつくり続けている水田の有

無を確認するとともに、必要に応じてブロックローテーションの推進を生産

者に働きかけていく。 

今後、国・県の支援等を活用しながら、畑地化すべき水田の畑地化を進め

ることで、より有効に水田を活用していく。 



 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米（家庭用米、業務用米） 

前年の需要動向や集荷業者等の意向を勘案しつつ、高品質・良食味米

のコシヒカリとして高く評価されている南魚沼米の安定生産体制の確立

と、消費者ニーズに対応した安全で付加価値の高い米作りを推進する。 
 

（２）非主食用米 

  ア 新市場開拓用米 

需要者が求める高品質米を安定的に生産するため、産地交付金を活用

し、品質向上に向けた取組を支援する。 
 

  イ 加工用米 

地域における主食用米の生産・出荷数量の調整を行う必要性があるこ

とから、加工用米に振り替る取組を推進しつつ、産地交付金を活用し、

品質向上に向けた取り組みを支援する。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

前述のとおり、湯沢町の耕地は山間地にあり、山間地特有の急峻な地

形のため平地が少なく、大豆等の作付けが難しい環境となっている。地

域内の観光施設や体験施設から、大豆等の需要を掘り起こした上で、取

組推進を検討する。 
 

（４）そば 

担い手を中心にそばの作付けを誘導し、作付面積の維持や引き続き排水

対策を推進し生産量の増加を図るとともに、地域内流通の拡大により安

定した出荷・販売を推進する。 
 

（５）高収益作物（園芸作物等） 

観光地としての立地を活かし、地場産の野菜や山菜等を、ホテル・旅

館・民宿等の宿泊施設で消費・販売できる仕組みづくりを推進する。ま

た、園芸作物のうち地域重点品目として取り組んでいる、ねぎ（長ネ

ギ）、アスパラガス、コンニャク、みょうが、ズッキーニ、かぐら南

蛮、すいか、カリフラワー、山菜（ワラビ、ゼンマイ、ウド、フキ、タ

ラの芽）の作付けを誘導するとともに、引き続き排水対策の導入を推進

する。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

190.0 192.2 192.2

2.9 1.3 1.3

0.1 0.1 0.1

0.1 0.1

・子実用とうもろこし

2.4 2.4 2.4

10.3 9.7 9.7

・野菜 9.7 9.1 9.1

・花き・花木 0.3 0.3 0.3

・果樹 0.3 0.3 0.3

・その他の高収益作物

・○○

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

作付面積 （R7年度）2.9ha （R8年度）1.3ha

１等米比率 （R7年度）100％ （R8年度）100％

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

（R7年度）0.3ha （R8年度）0.5ha

（R7年度）1.5ha （R8年度）1.3ha作付面積

3

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1

2

品質向上加算

園芸作物（地域重点品目を
除く）

園芸作物（地域重点品目）
ネギ（長ねぎ）、アスパラ
ガス、こんにゃく、みょう
が、ズッキーニ、かぐら南
蛮、すいか、カリフラ

ワー、山菜（ワラビ、ゼン
マイ、ウド、フキ、タラの

芽）

園芸作物（地域重点品
目）の生産拡大支援

園芸作物（地域重点品
目以外）の生産拡大支

援
作付面積

加工用米・新市場開拓用米



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：新潟県

協議会名：湯沢町農業再生協議会

1
園芸作物（地域重点品目以外）の生産

拡大支援
1 20,000 (上限単価:32,000) 園芸作物（地域重点品目を除く）

対象作物の合計作付面積が前年度から1a以上拡大又は排
水対策の実施

2
園芸作物（地域重点品目）の生産拡大

支援
1 35,000 (上限単価:47,000)

ネギ（長ねぎ）、アスパラガス、こんにゃく、
みょうが、ズッキーニ、かぐら南蛮、すいか、
カリフラワー、山菜（ワラビ、ゼンマイ、ウド、

フキ、タラの芽）

対象作物の合計作付面積が前年度から1a以上拡大又は排
水対策の実施

3 品質向上加算 1 20,000 (上限単価:40,000)　 加工用米・新市場開拓用米
品質向上の取り組みとして選別網1.9mm以上又は色彩選
別機の活用等

※単価は実際の取組状況によって変動する。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



１．地域農業再生協議会名

２．活用予定額の総括表

（単位：円）

当初配分
(A)

追加配分
(B)

827,000 827,000 825,000

（注）追加配分が未定の段階にあっては、該当箇所を空欄により作成することとします。

湯沢町農業再生協議会

８　産地交付金の活用方法の明細

湯沢町農業再生協議会

協議会等名

配分枠（A+B）

活用予定額



３．活用方法

配分枠

827,000

麦 大豆 飼料作物 米粉用米 飼料用米 WCS用稲 加工用米

新市場開拓用米

そば なたね 地力増進作物

野菜 花き・花木 果樹
その他の
高収益作

物

その他

1
園芸作物(地域重点
品目以外)の生産拡

大支援
1 20,000 25.00 20.00 9.00 54.00 108,000

2
園芸作物(地域重点
品目)の生産拡大支

1 35,000 130.00 130.00 455,000

3 品質向上加算 1 20,000 131.00 131.00 262,000

実面積 131.00 155.00 20.00 9.00 315.00 ※６

実面積 825,000

所要額
①×②
（円）

高収益作物
合計
②
※５

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　「面積」は、当初配分により支援を行う使途について記入し、追加配分により支援を行う使途については、追加配分額が未定の段階にあっては空欄としてください。
※４　「合計（基幹）の実面積」は、基幹作を対象とした設定の実面積を記入し、「合計（二毛作）の実面積」は、二毛作を対象とした設定の実面積を記入してください。
　　　また、「合計②」欄は、基幹作、二毛作それぞれの実面積の合計を記入してください。
※５　②の合計は、各使途の合計面積を記入してください。
※６　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。
（注）使途ごとに「産地交付金の活用方法の明細（個票）」を添付してください。

合計（基幹）※４

合計（二毛作）※４

整
理
番
号

戦略作物
使途

※１

単価①
（円/10a）

作
期
等
※２

面　積　（ａ単位）※３



４．追加配分等を受けた場合の調整方法

５．所要額が配分枠を超過した場合の調整方法

６．高収益作物について

注１ 産地交付金で支援する作物のうち、高収益作物に該当する作物名（野菜、花き・花木、果樹除く）を記載してください。
注２ 収益性のわかるデータを添付してください。

①整理番号１、２、３について取組面積に応じて、単価上限を限度として一律に配分の範囲内で調整する。
　
単価調整係数＝配分額/（使途ごとの対象面積×交付単価）の合計
※　単価調整係数は小数点第４位以下切り捨てとする。

（1）原則として活用予定額に収まるよう、次の単価調整係数を乗じて交付単価を一律減額する。
　
　　　　単価調整係数＝配分額/（使途ごとの対象面積×交付単価）の合計
　　　　　※　単価調整係数は小数点第４位以下切り捨てとする。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価 20,000円 /10a （上限 32,000円 /10a）

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　令和８年度から新規に設定した目標については、令和７年度以前の目標の記載は不要です。

園芸作物(地域重点品目以外)の作付面積の拡大や排水対策の取組を支援する。

具体的要件

○　助成対象者
　　出荷、販売をすることを目的として、対象作物の生産に取り組む者。

○　取組要件
　　以下のすべての取組を行うこと。
　　・対象作物の合計作付面積が、前年より1a以上拡大すること。または、排水対策を実施すること(明
渠排水、暗渠排水、高畝栽培、心土破砕)。
　　・対象作物を出荷・販売すること。

○　対象農地
　水田活用直接支払交付金の対象となる水田であり、同一年度において水稲（需給調整の取組として
取り扱う加工用米、新規需要米、備蓄米を除く）の作付けが行われていない水田であること。ただし、同
一年度において、同一水田で対象作物作付けによる本事業の助成対象となるのは１回限りとする。

○　作物特有の要件
　　永年性作物に対する交付期間は、植栽後4年間とする。

取組の
確認方法

○　地域協議会において、以下の書類等を確認する。
　　・助成対象者は、営農計画書により確認する。
　　・取組要件及び対象農地は、営農計画書、協議会水田台帳、現地確認等により行う。
　　・交付対象作物の作付面積、および出荷・販売確認のため、作業日誌（当協議会で作成した様式）
及び販売伝票を提出することとする。
　　・自家加工や直売所等での販売に供する場合は、要綱参考様式2「水田活用直接支払交付金の対
象作物に係る自家加工販売（直売所等での販売）実績報告書」により確認する。

成果等の
確認方法

11月中旬までに、営農計画書、協議会水田台帳、現地確認、作業日誌、販売伝票等により確認する。

0.3ha 0.3ha ―

支援年限は設定していない。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　湯沢町は四季を通した観光地であり、地域内の道の駅等の農産物直売所は、人気スポットの一つで
ある。直売所の集客力の維持・向上には、一年間を通じた豊富な品揃えが必要だが、十分な品揃え及
び生産量が確保されていない現状がある。その課題解決のために、対象作物の作付面積の拡大や排
水対策の取組を支援する必要がある。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

作付面積
目標 1.7ha 0.5ha 0.5ha 0.5ha

実績 0.3ha

「令和８年度　産地交付金にかかる対象作物一覧」に記載した園芸作物　(地域重点品目を除く)
（基幹作）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

湯沢町農業再生協議会 整理番号 1

園芸作物(地域重点品目以外)の生産拡大支援



協議会名

使途名

対象作物

単　　価 35,000円/10a （上限 47,000円  /10a）

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　令和８年度から新規に設定した目標については、令和７年度以前の目標の記載は不要です。

園芸作物(地域重点品目)の作付面積の拡大や排水対策の取組を支援する。

具体的要件

○　助成対象者
　　出荷、販売をすることを目的として、対象作物の生産に取り組む者。

○　取組要件
　　以下のすべての取組を行うこと。
　　・対象作物の合計作付面積が、前年より1a以上拡大すること。または、排水対策を実施すること(明
渠排水、暗渠排水、高畝栽培、心土破砕)。
　　・対象作物を出荷・販売すること。

○　対象農地
　水田活用の直接支払交付金の対象となる水田であり、同一年度において水稲（需給調整の取組とし
て取り扱う加工用米、新規需要米、備蓄米を除く）の作付けが行われていない水田であること。ただし、
同一年度において、同一水田で対象作物作付けによる本事業の助成対象となるのは１回限りとする。

　※アスパラガスとコンニャクについては、作付後の収穫・出荷できない年も現地確認等により助
　　成対象として取り扱う。なお、アスパラガスについて、定植後２年間をその対象とする。

取組の
確認方法

○　地域協議会において、以下の書類等を確認する。
　　・助成対象者は、営農計画書により確認する。
　　・取組要件及び対象農地は、営農計画書、協議会水田台帳、現地確認等により行う。
　　・交付対象作物の作付面積、および出荷・販売確認のため、作業日誌（当協議会で作成した様式）
及び販売伝票を提出することとする。
　　・自家加工や直売所等での販売に供する場合は、要綱参考様式2「水田活用直接支払交付金の対
象作物に係る自家加工販売（直売所等での販売）実績報告書」により確認する。

成果等の
確認方法

11月中旬までに、営農計画書、協議会水田台帳、現地確認、作業日誌、販売伝票等により確認する。

1.5ha 1.5ha ―

支援年限は設定していない。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　上記対象作物は、園芸作物の中でも地域を代表する重点作物であり、鳥獣被害に遭いにくいことか
ら、農家の所得向上への寄与が期待される。これらの作物は、地域のホテル・旅館・民宿等の宿泊施
設や飲食店、農産物直売所からの需要が高いが、その需要に応えきれていない現状がある。その課
題解決のために、対象作物の作付面積の拡大や排水対策の取組を支援する必要がある。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

作付面積
目標 1.9ha 1.8ha 1.1ha 1.3ha

実績 1.3ha

ネギ（長ねぎ）、アスパラガス、こんにゃく、みょうが、ズッキーニ、かぐら南蛮、すいか、カリフラワー、
山菜（ワラビ、ゼンマイ、ウド、フキ、タラの芽）　（基幹作）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

湯沢町農業再生協議会 整理番号 2

園芸作物(地域重点品目)の生産拡大支援



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和８年度から新規に設定した目標については、令和７年度以前の目標の記載は不要です。

-

  品質向上の取り組みとして選別網1.90mm以上・色彩選別機のいずれかを使用した新市場開拓用米・
加工用米に対して、作付け面積に応じて助成する。

1 「助成対象者」
　対象作物の栽培合計面積が1ａ以上で、かつ出荷・販売を行った農業者であること。
2 「 助成対象水田」
　経営所得安定対策等実施要綱別紙1に定める交付対象水田
3 「助成対象作物」
　加工用米等取組計画書が受理されていること。
4 「品質向上の取組」
　〇選別網1.90mm以上・色彩選別機のいずれかを用いて取り組むこと。
　〇葉色診断に基づく穂肥施用

5 「支援対象とする品質」
　　支援対象作物は1、2等米とする。
6 「その他の取り組みの実施」
　①流し込み施肥
　②育苗箱全量施肥
　③側条施肥
　④疎植栽培
　⑤温湯種子消毒
①～⑤のいずれかを行うこと。

1 助成対象者については、営農計画書により確認する。
2 助成対象水田については、現地確認、協議会水田台帳及び公的資料の照合により確認する。
3 出荷契約については、認定方針作成者から提出される加工用米等出荷契約等数量農業者別一覧表
により確認する。
4 品質については、加工用米等生産集出荷数量一覧表で確認する。助成対象面積については、農産物
検査法第３条の品位検査等で2等以上に格付けされた新市場開拓用米、加工用米の数量から地域の合
理的な単収を用いて面積換算することにより確認する。
5 取組の確認方法については栽培記録カードやそれに準じるものにて確認。

令和９年１月までに、加工用米等生産出荷数量一覧表より確認する。

支援年限は設定していない。

1等米比率(%)
目標 98.0 100.0 100.0 100.0

実績 100.0

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度

100.0 100.0

2.9

実績 2.9 3.0 2.9

令和８年度

作付面積（ha)
目標 3.5 2.9 1.3

-

　新市場開拓用米、加工用米は実需者より品質の高い物が望まれていて、品質の高さが有利販売につ
ながっている。現状では気候変動等のために、高い品質が安定的に得られていないことが課題である。
そのため、出荷の最終過程である選別等の仕上げ手法を徹底させることで品質の安定化を図る必要が
ある。

産地交付金の活用方法の明細（個票）

湯沢町農業再生協議会 整理番号 3

品質向上加算

加工用米・新市場開拓用米（基幹作物）

20,000 円/10a　(上限40,000円/10a)



（別表）　
令和８年度　産地交付金に係る対象作物一覧

湯沢町農業再生協議会

作物
カテゴリ

作　物　名
地域
重点
品目

作物
カテゴリ

作　物　名
地域
重点
品目

作物
カテゴリ

作　物　名
地域
重点
品目

ネギ（長ねぎ） ○ しょうが キクイモ

アスパラガス ○ えだまめ エゴマ

みょうが ○ さやいんげん マコモタケ

ズッキーニ ○ スイートコーン あさつき

かぐらなんばん ○ 食用ばれいしょ ししとう

こんにゃく ○ 食用かんしょ ヤーコン

ワラビ ○ きのこ類　 その他山菜類

ゼンマイ ○ まくわうり 日本なし

ウド ○ しろうり うめ

フキ ○ とうがらし かき

タラの芽 ○ オクラ くり

すいか ○ セロリー ブルーベリー・ラズベリー等

カリフラワー ○ ブロッコリー キウイフルーツ

きゅうり メキャベツ 花き・球根類　

トマト その他菜類　 花木　

なす シュンギク クロッカス

ピーマン シソ スイセン

かぼちゃ ニンニク 種苗類　

いちご ニラ

メロン 食用菊

キャベツ かぶ

はくさい ごぼう

ほうれんそう やまいも・自然薯

たまねぎ プチヴェール

葉ねぎ さやえんどう

レタス 未成熟そらまめ

だいこん クワイ

にんじん その他湛水性野菜

さといも モロヘイヤ

れんこん 長いも

野菜 野菜

果樹

花き・花木

野菜


